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【注意事項】 
 
本ソフトウェアをご利用いただくにあたり、以下の注意事項をご確認の上、内容に同意いただいた場
合のみご使用ください。利用者が本ソフトウェアを使用した時点で、本注意事項に同意されたものと
みなします。 
 
・本ソフトウェア（プログラム本体、付属のドキュメント、関連資料等）に関する著作権およびその 
他すべての知的財産権は、三菱重工サーマルシステムズ株式会社（以下「当社」）または正当な権 
利を有する第三者に帰属します。 

・本ソフトウェアの全部または一部を無断で複製、改変、配布、転用、販売、公衆送信等することを 
 禁止します。 
・本ソフトウェアを用いて利用者が作成した成果物についても、当社の知的財産権を侵害しない範囲 
で利用してください。 

・利用者は、以下の行為を行ってはなりません。 
  1. 本ソフトウェアのリバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブル 
  2. 本ソフトウェアの全部または一部の改変、削除、著作権表示の改変 
  3. 本ソフトウェアを用いた不正アクセス、ウイルスの作成・配布等の違法行為 
  4. 第三者の権利を侵害する行為 
  5. 公序良俗に反する目的での利用 
  6. 当社の事前の許可なく、販売・再配布 
・本ソフトウェアの使用または使用不能に起因して発生した直接的・間接的な損害（データの損失、 
業務の中断、損害賠償請求等）に関し、当社は一切の責任を負いません。 

・本ソフトウェアは、将来的に予告なく変更、修正、中止される場合があります。 
・不具合修正・機能追加等のアップデート提供を保証するものではありません。 
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1. システム概要 
本ソフトウェア（MASIS PLUS）は、当社製ビル用マルチ機の配管・配線系統図を作成することを目的と
したツールです。微燃性冷媒である R32 を使用している LXZ シリーズでは、一定条件を満たすと万が一
の冷媒漏えい時に備えて安全対策機器の設置が必要となりますが、本ツールを使用することで安全対策機
器の要否判定を行い、さらに安全対策機器の選定を行うことができます。 

 
 
 

 

2. 機能説明 
主な機能一覧 

 
 
 
トップ画面 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

管理 
マスタ管理 機種マスタのインポートを行います。 
物件管理 物件データを別のデータベースにコピーします。 
システム管理 基本項目や環境設定を行います。 

配管系統 
配管・配線系統図の作成を行います。 
R32 冷媒のビル用マルチ機では安全対策の要否判定と安全対策機器の
選定を行います。 
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3. 初期設定 
3.1. 機種マスタのインポート 
機器仕様のデータベースを MASIS PLUSに取り込みます。 
トップ画面から「管理」⇒「マスタ管理」を開き、設定を進めます。 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事前にダウンロードしておいた機種マ
スタを選択し、インポートを行いま
す。「正常に終了しました」の画面が
出るとインポート完了となります。 

機種マスタ 
ダウンロードはこちら ＞ 

※ユーザー登録が必要です 

https://www.mhi-mth.co.jp/techdoc/bst.php?page=masis�
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3.2. システム設定 
物件データを保存するためのデータベースを作成します。 
管理⇒システム設定を開いたあとに環境設定から任意のファイル名を指定し、開く⇒OK ボタンでデータ
ベースを新規作成します。以降は新規作成したmdb ファイルに物件データが保存されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ファイル名を入力し、新規作成⇒OK で
データベースが作成される 
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4. 配管系統図を作成する 
4.1. 物件情報を入力 
トップ画面から「配管系統」を選択します。 
新規作成ボタンをクリックし、任意の物件番号を入力します。入力後⇒OK。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次画面で物件名称や提出先などの情報を入力します。入力後⇒OK。 
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4.2. 系統別情報を入力 
配管系統図を新規に作成します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
系統番号もしくは系統名称、室内外ユニット、部屋情報などを入力します。（必須） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 系統番号もしくは系統名称を入力してください。 
② 室外ユニットを選択、または室外ユニット形式を直接入力してください。 
③ 室内ユニットを選択、または室内ユニット形式を直接入力してください。 
④ 室内ユニットを設置する部屋情報を入力してください。（入力方法は次頁参照） 
⑤ 系統図を作図します。 

別の冷媒系統を追加できます。 
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【部屋情報の入力方法】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
室内機漏えい高さ 
床面から「冷媒漏えい想定箇所」までの高さ。室内ユニットの設置高さが不明な場合、室内ユニット 
ごとに冷媒漏えい高さの基準が決められている。 マークをクリックで詳細が確認できる 

冷媒漏えい想定箇所 
室内ユニット吹出口または吸込口の下端、あるいは冷媒配管のフレア継手箇所 

接続部屋 
部屋に隣接する空間。部屋との間に条件を満たす「低所開口部」と「高所開口部」がいずれも 1箇所 
以上必要。 マークをクリックで詳細が確認できる 

最地下 
 地下階がある場合の最も地下階 
換気装置 
 換気機器。漏えいした冷媒を室外に追い出す 
 
 
 
 
 

室内ユニットが設置さ
れる部屋の面積と漏え
い高さを入力 
 

室内ユニットが設置される部屋
に接続部屋がある場合、接続部
屋の面積と漏えい高さを入力 
 

室内ユニットが設置さ
れる部屋が最地下階の
場合、☑を入れる 
 

同部屋に換気装置が設
置される場合、☑を入
れる 
 

部屋と接続部屋の容積を
自動計算。接続部屋があ
る場合、低い方の漏えい
高さで容積を算出 
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4.3. 系統図を作図 
冷媒系統の上流から順に入力していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ダブルクリックで選択 

室外ユニットから部材
までの配管長を入力 

ダブルクリックで選択 選択した箇所に接続さ
れる部材を選択⇒次へ 

分岐後から部材までの
配管長を入力 

選択した箇所に接続さ
れる部材を選択⇒OK 

選択した箇所に接続される室内ユニットを選択 
選択中ユニットのリモコン
有無を選択。 

冷媒検知警報器を他の室
内ユニットと共有する場
合は共有先ユニットを選
択。同一部屋内のユニッ
トのみ共有可能 
 

リモコンを他の室内ユニッ
トと共有する場合は共有先
ユニットを選択 

選択中ユニットに接続され
る冷媒検知警報器の有無を
選択。有の場合、冷媒検知
警報器に対する親/子ユニ
ットの選択が必要 

室内ユニットより室外ユニット側に安全
遮断弁がある場合、安全遮断弁に対する
親/子ユニットを選択（必須） 
 

選択中ユニットが配置される部屋を選択 
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その他も同様に作成します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
系統図の作図完了 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前頁と同様の作業を行い、
系統図を作図 
 

安全対策機器の要否判定を
実施（次頁参照） 

安全対策機器の要否判定を行い、必要と
判定した場合には最低限の安全対策機器
を追加。手動で設置した安全対策機器は
全て削除されるので要注意 
 

総合判定結果が「〇」と
なった場合に限り、エク
セル出力可能 

〇：合格 
×：不合格 
未；判定未実施 
 

作業内容を保存 

「接続取消」を選択すれば接続さ
れた機器がリセットされます。 
【注意】 
選択箇所含め下流にある全ての機器が
リセットされます。 
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安全対策機器の要否判定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

系統図作成画面の中央下部にある        から必要最低限の安全対策機器を完全自動で追加でき
ます。自動追加される安全対策機器は「警報機能付きリモコン」「冷媒検知警報器」「安全遮断弁」。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Rf 値(冷媒漏えい濃度)が基準値を超えているため
総合判定は「×」となり不合格。 
安全対策の追加が必要！ 

安全対策機器の選定 

A.自動 選定する場合（完全自動追加） 
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系統図作成画面の中央下部にある        からユーザー設定に従い、安全対策機器を自動で追加
できます。“安全対策機器”に☑した機器を“安全対策を追加する室内機”に☑した設定に従い、追加します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

B.自動 選定する場合（カスタム追加） 
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判定NGとなった室内ユニットに対して安全対策機器の選定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
室内ユニット（U1）の上流に安全遮断弁を設置します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

C.手動 選定する場合 

安全遮断弁を設置 

ダブルクリックで選択 

分岐管から安全遮断弁
までの配管長を入力 

安全遮断弁を選択
⇒OK 

Rf 値(冷媒漏えい濃度)が基準値を超えているため
安全対策が必要となる 
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エラー表示がでた場合、エラー箇所にカーソルを合わせるとエラー内容が確認できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安全遮断弁が追加された 

U2、U3 ユニットも同様に遮断弁を設置 
⇒安全対策判定結果 をすると・・・ 

エラー表示 

エラー箇所にカーソルを合わせる
と、エラー内容の確認ができる 

エラー内容を確認後、室内ユニット（U〇）
をダブルクリック⇒次へ で表示される室内ユ
ニット情報入力画面から修正を実施 

エラー表示 
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エラー内容を全箇所修正し、安全対策総合判定結果が「〇」となればエクセル出力できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

判定結果が「〇」になっ
たのでエクセル出力可 
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5. 出力ファイルの見方 
5.1 配管系統図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

追加冷媒チャージ量の合計 

液管φ9.52 ガス管φ15.88 が 5m 

※実際の出力ファイルに色は付いていません 

室内ユニット形式 

部屋名 
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5.2 配線系統図 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         配線系統と接続機器 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

端子番号 

個別リモコン RC-DX3D で
親子設定を実施 

室外 

室内 
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5.3 機器一覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大会議室は Rf 値（冷媒漏えい濃度）
が基準値以下のため、安全対策不要。 
⇒安全対策機器である冷媒検知警報器
とリモコンを削除することも可能 

MASIS PLUS 
配管系統図 操作マニュアル 
 
2025年 7 月作成 
作成者 三菱重工サーマルシステムズ株式会社 
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